
補完版　平成３０年１０月１日改定

連番 区分
項目

（事務処理説明書上の見出し名等）
改定概要

1 共通 P6 P6
Ｉ．委託研究契約の概要
１．用語の解説

シーズ育成タイプ、シーズ育成タイプＦＳにおいては、用語の追加（研
究責任者、主たる研究分担者）を行う。

2 大学等 P15
Ⅳ
．

Ⅲ．各種報告書等の提出について
◆経理様式

産学共創基礎基盤研究プログラムでは、経理様式５１中間実績報告
書は提出不要とする。

3 大学等 P19 ４．
４．プロジェクトリーダーに対する経理状況の報
告について

シーズ育成タイプにおける「参画機関の研究開発担当者」を「参画機
関の研究責任者、主たる研究分担者」に変更する。

4 企業等 P24 Ⅱ. ４． ４．マッチングファンド状況確認報告書の作成

シーズ育成タイプにおける「参画機関の研究開発担当者」を「参画機
関の研究責任者、主たる研究分担者」に変更する。

5 企業等 P29 Ⅳ. １． ①
１．自己資金の対象
①計上できるもの

シーズ育成タイプにおける「研究開発担当者」を「参画機関の研究責
任者、主たる研究分担者」に変更する。

※上記の他、文意に大幅な変更の無い修正等があります。

平成３０年度　委託研究契約事務処理説明書 主な改定事項リスト

大学等 企業等

研究成果展開事業　研究成果最適展開支援プログラム（Ａ－ＳＴＥＰ）（シーズ育成タイプ/シーズ育成タイプＦＳ/戦略テーマ重点タイプ）
戦略的イノベーション創出推進プログラム（Ｓ－イノベ）　　産学共創基礎基盤研究プログラム
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